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桑文化庁 文化財多言謹解説蓋傭事業（国朧観光鯖害桟充当） （新 規）
30年度予算額 500百万円勺..,bC凶“』閏 咄 ｀e.、．．．．～ 、、一

訪日外国人旅行者の地域での体験滞在の満足度を向上させるため、 文化財に対して多言語で先進的・高次元な言語
解説を整備する事業を、観光施策と連携させつつ実施。

-誓，
文化財中棲観光拠点200か育を中心として． 先遍鈎・費屠封鶴果の冨い多雪匿震謙を整偏。
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‘迂 ニ.;吐｀ I t,',\\','：，：芯't,9 文化財活用・理解促進戦略プログラム2020（抄）
（平成28年4月 文化庁策定）
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(AR技術を使用した多言語解説） （音声ガイドの多言語解説）
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在蚕垂‘ 一戸
(Hpの多言語解説）

2020年までの目標
・文化財単体ではなく地域の文化財を一体とした面

的整備や分かりやすい多言語解説の整備などの取
組を1000事業程度実施するとともに、日本遺産を
はじめ、文化財を中核とする観光拠点を全国200
拠点程度整備

文化財の珊鰯を藻め． 外国人篇行奮の熾罐での体鵬漏在の瀾足麿を同上。

国直轄で多言語化を強力に推進 観光庁・文化庁・環境省の予算運携による解説整備
観光庁予算： 3億 文化庁予算： 5億 環墳省2.5儘
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観光庁
コンテンツ作成（新規予算）

文化庁
先進的・高次元な整備（新規予算）

＋案内板等の整偏（既存予算） 」
従｛m事業にあるような単なる躁刈訊Dパンフレッ団滲瓢臨叫となジぶ止ラ、訪日州乱心笥刊紅鴻加数や即韮紐KPIとしで囮己
施策の事業効果を検証できる枠組みを設けた上で、第三者の評価も行い、適切なPDCAサイクルを実現。












